
幻想的なあかり絵パレード

白壁の町並み賑わう

八女福島の燈籠人形公演
福島八幡宮放生会の奉納行事である八女福島の燈
籠人形公演（国指定重要無形民俗文化財）が9月
21日㈮の口開け公演を皮切りに24日㉁まで行われ

ました。今年の芸題は「吉
野山狐忠信初音之鼓」。
親狐の皮で張られた鼓を

慕った子狐が、忠信に化けて静御前の
お供をするお話。衣裳の早変りや鼓を
くわえた狐の登場などに、見物客か
ら大きな拍手が沸き起っていました。

八女のまつり「あかりとちゃっぽんぽん」が9月22
日㈯と23日㈷にあり、ショート・ショートフィルムフェ
スティバルやうまかもんフェスタ、ステージイベント
などで賑わいました。22日の夕刻には各団体が心を
込めて描いたあかり絵が町並みを練り歩き、幻想的
な光景を大勢の見物客が楽しんでいました。

9月22日㈯から24日㉁にかけて町屋まつりも開かれ、
大勢の人たちが白壁の町並み散策を楽しみました。伝
統工芸職人実演やワークショップ、お茶会、音楽会な
どもあり、八女の魅力を満喫できた3日間となりました。

和太鼓路上パフォーマンス

千秋楽

和蝋燭の実演 お寺の本堂でサンセットコンサート

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる

 交流都市 八女

2018
平成30年

No.1149

八女市公式 HP http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

 
■編集・発行 八女市役所 企画政策課 TEL0943（23）1110/ 
FAX（24）8083 〒834-8585 福岡県八女市本町647番地 

10.15



2　2018.10.15　広報八女

第
24
回 

八
幡
ふ
れ
あ
い
広
場

第
3
回 

か
わ
さ
き
よ
か
祭

平
成
30
年
度
地
域

づ
く
り
提
案
事
業

イ
ベ
ン
ト

◦
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

★
開
会
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
（
10
時
～
）

★
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
in
黒
木
（
10
時

15
分
～
12
時
、
13
時
～
16
時)

輝
翔
館
中
等
教
育
学
校
吹
奏
楽
部
、

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、
太
鼓
、
大
抽
選
会
な

ど
）

★
も
ち
つ
き
、
あ
め
・
も
ち
ま
き

（
12
時
15
分
～
）

◦
会
場
イ
ベ
ン
ト

★
子
ど
も
相
撲
（
10
時
20
分
～
）

★
東
関
部
屋
来
場
（
11
時
30
分
～
）

★
大
相
撲
ぶ
つ
か
り
稽
古
（
午
後
）

★
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
（
10
時
30

分
～
）
※
１
５
０
匹

★
カ
レ
ー
の
販
売
（
10
時
～
）
※

１
５
０
杯

★
物
産
展
（
10
時
～
16
時
）
地
元
の

美
味
し
い
も
の
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

★
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
10
時
～
16

時
）
掘
り
出
し
物
が
た
く
さ
ん

★
木
工
体
験
（
10
時
～
）
本
立
て
・

イ
ス
作
り
、
小
物
入
れ
作
り

★
東
関
部
屋
の
ち
ゃ
ん
こ
鍋
お
よ
び

炊
き
込
み
ご
飯
の
販
売

★
観
光
名
所
あ
て
ク
イ
ズ
（
10
時
～
）

★
白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー
・
消
防
は
し

ご
車
の
展
示

★
オ
ー
ル
ド
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

★
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
遊
覧

★
木
育
広
場
（
10
時
～
15
時
）
体
育

セ
ン
タ
ー

◦
サ
テ
ラ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト

★
紅
葉
ウ
オ
ー
ク 

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八

女
体
育
館
前
（
９
時
30
分
集
合 

10
時

ス
タ
ー
ト
）

第31回 八女くろぎ
　　ふるさと祭り

場所＝黒木町駅跡イベント広場

時間＝10時～

114㈰

収穫の秋、味覚の秋。これから八女では秋祭りがあちこちで開催さ
れます。ご家族・お友達などお誘い合わせでお出かけください。

　
「
八
幡
大
好
き 

み
ん
な
大
好
き
人

権
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

八
幡
校
区
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

つ
く
る
祭
り
で
す
。
今
回
も
熱
気
球

の
試
乗
体
験
を
早
朝
よ
り
予
定
し
て

い
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
10
日
㈯
10
時
～

◦
場
所
＝
八

幡
小
学
校

◦
内
容
＝

《
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
ジ
》

★
八
幡
保
育

園
年
長
児
の

歌
と
お
ど
り

★
八
幡
小
の
子
ど
も
た
ち
の
「
な
か

よ
し
発
信
☆
や
は
た
」
★
校
区
の
皆

さ
ん
の
歌
や
お
ど
り
★
最
後
は
大
ビ

ン
ゴ
大
会
！

《
ふ
れ
あ
い
市
場
》

煮
玉
子
、
だ
ご
汁
、
焼
き
そ
ば
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
、
た
こ
焼
き
、
焼
き
鳥
、

人
形
焼
き
、
ア
イ
ス
、
お
は
ぎ
、
お

に
ぎ
り
、
農
作
物
、
手
作
り
バ
ッ
グ
、

小
物
な
ど
い
～
っ
ぱ
い
！

《
ふ
れ
あ
い
展
示
》

★
小
中
学
生
の
作
品
★
校
区
の
皆
さ

ん
の
作
品
★
防
犯
グ
ッ
ズ
の
展
示

◦
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民
館

（
☎
２
４・５
２
７
２
）

　

川
崎
校
区
み
ん
な
で
作
る
文
化

祭
で
す
。
今
回
か
ら
し
ょ
う
が
い
者

の
福
祉
事
業
所
の
販
売
会
も
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
来
て
見
て
食
べ
て
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月

28
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
＝
山
ノ

井
公
園

◦
内
容
＝

▽
文
化
作
品
展

示
（
地
域
住
民
、小
学
生
、保
育
園
、

福
祉
施
設
）
▽
バ
ザ
ー
（
カ
レ
ー
、

焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼
き
、
肉
ま
ん
、

パ
ン
、
弁
当
等
、
農
産
物
・
海
産
物
・

地
元
特
産
品
の
販
売
）

▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
ブ
ラ
ス
演

奏
、
和
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
歌
、

踊
り
等
）
▽
お
楽
し
み
抽
選
会

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会
事

務
局
（
☎
０
９
０
・
１
３
６
２
・
０

５
９
５
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る

さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
（
黒
木
支
所

産
業
経
済
課
）
☎
４
２・１
１
１
５
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イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
10
日
㈯

★
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
和
太
鼓
「
童
衆
」

演
奏
／
開
運
・
収
穫
も
ち
ま
き
（
10

時
～
）

★
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ジ
オ
ウ
シ
ョ
ー

（
10
時
30
分
～
／
15
時
10
分
～
）

★
ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
［
４
年

生
以
下
の
部
］（
11
時
～
12
時
30
分
）

★
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル 

ニ
ュ
ー
チ
ル
ド

レ
ン
ズ
（
12
時
30
分
～
）

★
ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
［
６
年

生
以
下
の
部
］（
13
時
30
分
～
15
時
）

▽
11
月
11
日
㈰

★
第
26
回
全
日
本
き
ん
ま
選
手
権
大

会
（
10
時
～
16
時
）

［
午
前
］
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

［
午
後
］
一
般
の
部

《
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
》

当
日
の
お
楽
し
み
！

《
特
別
出
演
》
八
女
学
院
中
学
・
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
マ
ー
チ
ン
グ
ド
リ

ル
演
奏

※
若
干
時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
２
日
間
を
通
し

て
各
種
バ
ザ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時間＝10時～

時間＝10時～

11

11

10㈯・11㈰

10㈯・11㈰

第31回八女上陽まつり
場所＝春の山公園グラウンド

優勝賞金30万円
その他各賞あり
全日本きんま選手権大会

イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
10
日
㈯

★
御
神
幸
（
室
山
熊
野
神
社
）
10
時
～

★
開
会
式 

12
時
～

ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
む
ら
ま
つ
り

う
き
は
市「
み
ざ
れ
太
鼓
」／
吉
永
フ
ラ・

タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
／
ダ
ン
ス

ス
タ
ジ
オ
Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
／
星
野
村
文
化
連

盟 

歌・踊
り
／
星
野
小
学
校「
星
野
太
鼓
」

／
星
光
園
児
に
よ
る
踊
り
／
山
村
留
学

生
「
山
留
太
鼓
」
／
餅
ま
き

▽
11
月
11
日
㈰

★
平
和
の
塔
へ
の
献
茶 

９
時
40
分
～

第
28
回
九
州
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
福
岡
県
】
▽
野
武
士

【
佐
賀
県
】
▽
赤
熊
太
鼓
保
存
会

【
大
分
県
】
▽
ほ
ん
や
ば
け
い
禅
海
太
鼓

【
熊
本
県
】▽
チ
ー
ム
熊
本（
ア
ド
バ
ン
ス
）

【
長
崎
県
】
▽
お
お
む
ら
太
鼓
連
く
じ
ら

太
鼓
▽
島
原
お
さ
な
ご
清
流
太
鼓

【
宮
崎
県
】
▽
岩
切
響
一
と
響
座
一

【
鹿
児
島
県
】
▽
和
太
鼓
集
団 

和
楽

【
特
別
出
演
】
▽
大
江
戸
助
六
太
鼓

　

そ
の
他
に
も
お
い
し
い
お
茶
の
淹
れ
方

講
座
や
お
茶
の
手
揉
み
実
演
、
木
工
体
験

等
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
茶
、
椎
茸
、
手
作
り

コ
ン
ニ
ャ
ク
、
だ
ご
汁
、
ヤ
マ
メ
の
塩
焼

き
等
、村
自
慢
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

第33回八女星のまつり
場所＝星のふるさと公園

九州の和太鼓が
勢揃い！！

▼
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
上
陽
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
上
陽
支
所
建

設
経
済
課
）
☎
５
４・２
２
１
９

▼
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
星
の
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
星
野
支
所
建
設
経
済
課
）

☎
５
２・３
１
１
４
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◦
日
時
＝
11
月
３
日
㈷
13
時
30

分
開
演

◦
場
所
＝
旭
座
人
形
芝
居
会
館

（
黒
木
町
笠
原
５
０
０
５
の
２
）

※
観
覧
無
料

◦
演
目
＝
①「
寿
式
三
番
叟
」（
旭

座
人
形
芝
居
保
存
会
）
②
「
傾

城
阿
波
鳴
門
」
巡
礼
歌
の
段
（
黒

木
小
学
校
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
）

③
「
絵
本
太
功
記
」
尼
ケ
崎
の

段
（
旭
座
人
形
芝
居
保
存
会
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課

（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

旭
座
人
形
芝
居
本
公
演

「旭座人形芝居」は、明治５年(1872)
頃、黒木町笠原鰐

わに

八
ばち

集落に浄瑠璃の
名人が現れ、祝いの席でひょうたんや
徳利を人形に見立て浄瑠璃にあわせて
操ったのが始まりとされます。昭和30年、
福岡県無形民俗文化財の指定に際して
保存会を結成し、平成11年に「旭座人
形芝居会館」が落成し、5戸の座元と一
般会員で継承しています。また、八女
市立黒木小学校でも「人形浄瑠璃クラ
ブ」で伝統を継承し、本公演や笠原ま
つりで公演を行っています。

　
「
帰
居
祭
」
は
、
八
女
の
風
土

を
愛
し
こ
の
地
に
没
し
た
文
化
勲

章
受
章
者
・
坂
本
繁
二
郎
画
伯
の

遺
徳
を
偲
ぶ
式
典
で
す
。「
帰
居
」

と
は
、
画
伯
の
雅
号
に
ち
な
む
も

の
で
、
八
女
文
化
連
盟
会
員
ら
に

よ
る
献
茶
・
献
花
・
献
吟
を
は
じ

め
、
小
・
中
・
高
生
の
作
文
朗
読

や
合
唱
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
に
隣
接
す
る
「
坂

本
繁
二
郎
資
料
室
」（
八
女
市
立

図
書
館
２
階
）
で
は
、
在
り
し
日

の
写
真
や
制
作
道
具
な
ど
を
常
設

展
示
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
３
日
㈷
10
時
～

◦
場
所
＝
八
女
公
園
（
坂
本
繁
二

郎
寿
像
前
）

◦
内
容
＝
▽
碑
前
祭
（
献
茶
・
献

吟
・
献
曲
・
献
花
、
小
中
高
校
生

の
作
文
朗
読
、
合
唱
な
ど
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課

（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

旭
座
人
形

芝
居
の
由
来

　

約
２
７
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
伝
統
芸
能
の
「
八
女
福
島
の
燈

籠
人
形
」（
国
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
）
は
、
毎
年
秋
分
の
日

を
含
む
３
日
間
だ
け
上
演
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
「
第
35
回
伝
統
的

工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大

会
」
が
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
伝
統
工
芸
品
の
一
大
産

地
で
あ
る
八
女
へ
の
産
地
バ
ス
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ツ
ア
ー

客
を
対
象
に
、
八
女
民
俗
資
料
館

の
燈
籠
人
形
屋
台
（
模
型
）
を
使

用
し
て
特
別
公
演
を
行
い
ま
す
。

席
に
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
ツ
ア

ー
客
以
外
の
人
も
観
覧
で
き
ま
す

の
で
、
お
時
間
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
福
島
八
幡

宮
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
の
「
八
女

福
島
の
燈
籠
人
形
」
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

◦
会
場
＝
八
女
民
俗
資
料
館

◦
芸
題
＝
吉
野
山
狐
忠
信
初
音
之

鼓◦
日
時
＝
11
月
４
日
㈰
〈
第
１
回
〉

11
時
～
〈
第
２
回
〉
14
時
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課

（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
特
別
公
演

第
43
回 

帰
居
祭

あ
の
感
動
を
も
う
一
度
！

坂
本
繁
二
郎
画
伯
の
遺
徳
を
偲
ぶ

福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
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市
民
の
交
流
と
健
康
増
進
、
体
力
向

上
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

学
校
、職
場
、ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、

友
達
、
家
族
な
ど
楽
し
い
メ
ン
バ
ー
で

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。
各
区
間
タ
イ

ム
計
測
を
行
い
、
参
加
チ
ー
ム
に
は
参

加
賞
・
だ
ご
汁
の
提
供
、
お
楽
し
み
抽

選
会
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
・
場
所
＝
12
月
16
日
㈰
９
時
30

分
ス
タ
ー
ト
、
立
花
体
育
館
周
辺

◦
コ
ー
ス
・
競
技
種
目

【
1.5
㌔
コ
ー
ス
×
５
区
間
】

小
学
生
男
子
・
女
子
、
中
高
生
女
子
、

一
般
男
子
・
女
子
、
オ
ー
プ
ン

【
2.4
㌔
コ
ー
ス
×
５
区
間
】

中
高
生
男
子
、
一
般
男
子
、
オ
ー
プ
ン

※
オ
ー
プ
ン
…
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
チ
ー
ム

づ
く
り
は
自
由
で
す
。

【
1.5
㌔
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
】

予
備
走
者
や
棄
権
チ
ー
ム
の
走
者

参
加
チ
ー
ム
募
集

◦
資
格
＝
５
人
以
上
の
走
者
、
監
督
者
、

警
備
ス
タ
ッ
フ
１
人
に
よ
る
チ
ー
ム

※
1.5
㌔
コ
ー
ス
の
小
学
生
男
子
・
女
子

は
、
八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町
の
参

加
チ
ー
ム
に
限
る
。

◦
参
加
料
＝
千
円
（
説
明
会
時
に
納
入
）

◦
申
込
方
法
＝
最
寄
り
の
公
共
施
設
ま

た
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
取
り
寄
せ
、
添
付
の
申
込
書

を
八
女
市
総
合
体
育
館
ま
た
は
八
女
市

立
花
支
所
総
務
課
へ
提
出
（
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
メ
ー
ル
可
）
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
締
切
＝
11
月
20
日
㈫
必
着

※
先
着
１
２
０
チ
ー
ム
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
駅
伝
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局
（
立
花
支
所
総
務
課

内
）
☎
２
３
・
５
１
４
３

大会当日の放送、音響、
受付・競技運営スタッフ
を募集します。年齢にか
かわらず一緒にイベント
を盛り上げていただける
人は、11 月 20 日㈫まで
に申し込みください。

八
女
市
駅
伝
大
会

出
場
チ
ー
ム
募
集
！

第9回

応援旗のデザインコンテ
ストを行います。応募チー
ムにはもれなく小旗をプ
レゼント。

ボランティアスタッフ募集

チーム応援旗
コンテストを行います！

　

心
地
よ
い
深
秋
の
八
女
コ
ー
ス
を
、

ガ
イ
ド
と
一
緒
に
楽
し
く
歩
き
ま
せ
ん

か
♪

◦
日
時
＝
11
月
11
日
㈰
9
時
30
分
受

付
、
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト
、
16
時
解

散
※
雨
天
決
行

◦
集
合
場
所
＝
山
の
井
公
園
（
山
内
）

※
駐
車
場
は
川
崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
。
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
後
は
、
公
共
交
通

機
関
で
各
自
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
お

戻
り
く
だ
さ
い
。

◦
参
加
費
＝
千
円　

子
ど
も
同
額
、

未
就
学
児
無
料
（
未
就
学
児
の
お
も

て
な
し
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◦
参
加
記
念
品
＝
八
女
コ
ー
ス
特
製

オ
ル
レ
ク
ッ
キ
ー
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶

バ
ッ
ジ
等
。
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
後
は
、
ス

タ
ー
ト
地
点
に
て
お
も
て
な
し
、
地

元
農
産
物
他
の
出
店
あ
り
。

◦
定
員
＝
１
５
０
人
（
先
着
順
）

◦
申
込
方
法
＝
フ
ァ
ク
ス
に
て
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
を
記
入
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
＝
観
光
振
興
課
（
N
２
２
・

７
３
１
１
）

◦
申
込
締
切
＝
10
月
31
日
㈬
17
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課
（
☎
２

３
・
１
１
９
２
）

　

標
高
６
０
０
㍍
の
矢
部
村
「
杣
の

里
渓
流
公
園
」
で
満
喫
す
る
1
日
！

そ
ば
打
ち
や
丸
太
切
り
、
よ
も
ぎ
ま

ん
じ
ゅ
う
作
り
等
、
お
子
さ
ま
か
ら

大
人
ま
で
思
う
存
分
、
秘
境
で
の
体

験
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
28
日
㈰
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
杣
の
里
渓
流
公
園
（
矢
部

村
北
矢
部
６
７
０
７
番
地
７
）

◦
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
・
丸
太
切

り
体
験
・
陶
芸
体
験
・
渓
流
釣
り
・

よ
も
ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

※
体
験
コ
ー
ス
３
千
円
（
丸
太
切
り
・

そ
ば
打
ち
・
よ
も
ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
作

り
の
３
行
程
体
験
に
昼
食
つ
き
の
お

得
な
コ
ー
ス
で
す
）。
要
予
約
22
日
㈪

ま
で
。
フ
リ
ー
コ
ー
ス
は
お
好
き
な

コ
ー
ス
を
選
ん
で
体
験
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
杣
の
里
渓
流
公
園

（
☎
４
７
・
３
０
０
０
）

九
州
オ
ル
レ
八
女
コ
ー
ス
・
秋
色
オ
ル
レ

杣
の
里
秘
境
ま
つ
り

秋
色
の
八
女
を
歩
き
ま
せ
ん
か

そ
ば
打
ち
、
丸
太
切
り
、
陶
芸
な
ど
秘
境
で
の
体
験
を
楽
し
む

八女市健康
ポイント
事業対象
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10月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥自分の心と身体を守る性（生）教育
　性教育と聞くと、曖昧に答えてしまう部分や、恥ずかしく感じる人も多いかもしれ
ません。性について学ぶことは、いのちの大切さや自分自身と相手を大切にする心を
育むことにつながります。

健 康 コ ラ ム

　
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
と
女
性

は
無
月
経
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

低
体
重
児
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。
男

女
と
も
に
、
適
正
体
重
を
目
安
に
し
て
、

健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
女
性
の
喫
煙
は
、
妊
娠
す
る
力
の
低

下
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
直
接
た

ば
こ
を
吸
わ
な
く
て
も
、
周
囲
の
人
の
喫

煙
に
よ
り
、
低
体
重
児
や
早
産
の
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
（
20
歳
未
満
の
人
の

喫
煙
・
飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
）。

　
人
工
妊
娠
中
絶
を
繰
り
返
す
と
将
来
、

不
妊
症
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
性
感
染
症
は
将
来
、
不
妊
症
の
原
因

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
性
感
染
症
を

予
防
す
る
た
め
に
も
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
性
感
染
症

は
自
然
に
は
治
り
ま
せ
ん
。
症
状
が
あ
る

と
き
や
気
に
な
る
場
合
は
、
受
診
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
現
在
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

が
普
及
し
、
中
学
生
や
高
校
生
で
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
性
的
な
サ
イ
ト

へ
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
そ
の
中
に
は
過

激
な
動
画
、
間
違
っ
た
情
報
が
氾
濫
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
望
ま
な
い
妊
娠
や

性
感
染
症
、
そ
の
他
性
犯
罪
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
き
ち
ん
と
知
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。

や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
し
な

い
た
め
に
も
正
し
い
知
識
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

　
健
康
推
進
課
で
は
、
小
中

学
生
へ
の
性
教
育
を
通
じ
て

知
識
だ
け
で
な
く
自
分
と
相

手
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
認

め
あ
う
こ
と
、
性
の
問
題
に

対
す
る
意
志
決
定
な
ど
に
つ

い
て
伝
え
て
い
ま
す
。
若
い

皆
さ
ん
も
大
人
も
、
性
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
40
歳
以
上
の
人
が
歯
を
失
う
原
因
の
第
１
位
は
歯
周
病

で
す
。
歯
周
病
は
糖
尿
病
や
心
臓
病
、
肥
満
な
ど
の
生
活

習
慣
病
と
深
く
関
係
し
て
お
り
、
歯
周
病
を
予
防
す
る
こ

と
で
生
活
習
慣
病
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
全
身
の
病
気

の
改
善
に
役
立
つ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
八
女
市
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
歯
・
口
腔
の
健
康
を

保
ち
、
い
つ
ま
で
も
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
歯
周
病

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
5
月
下
旬
に

受
診
券
お
よ
び
案
内
チ
ラ
シ
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◦
実
施
期
間
＝
11
月
30
日
㈮
ま
で

◦
対
象
者
＝
今
年
度
中
に
40
、
50
、
60
、
70
歳
に
な
る
人

◦
受
診
場
所
＝
八
女
市
、
筑
後
市
、
広
川
町
の
指
定
歯
科

医
院
（
案
内
チ
ラ
シ
に
掲
載
）

※
事
前
に
歯
科
医
院
へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◦
検
診
内
容
＝
問
診
、
歯
科
検
診
、
歯
面
清
掃

◦
個
人
負
担
金
＝
３
０
０
円

◦
受
診
回
数
＝
１
人
１
回
限
り

◦
個
人
負
担
金
が
無
料
に
な
る
人
＝

①
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
（
八
女
市
が
ん
及
び
歯
周
病

検
診
無
料
受
診
証
明
書
」
を
本
庁
健
康
推
進
課
ま
た
は
各

支
所
市
民
生
活
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

②
生
活
保
護
世
帯
の
人
（「
生
活
保
護
受
給
証
明
書
」
を

本
庁
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

◦
持
参
す
る
も
の
＝
受
診
券
、
健
康
保
険
証
、
個
人
負
担

金（
３
０
０
円
）、右
記
の
無
料
証
明
書（
該
当
す
る
人
の
み
）

※
問
診
票
は
受
診
す
る
歯
科
医
院
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
検
診
の
詳
細
、
受
診
券
の
再
発
行
等

に
関
す
る
こ
と
は
、
健
康
推
進
課
保
健
総
務
係
（
☎

２
３・１
２
０
１
）
ま
で

歯
周
病
検
診
は
受
診
し
ま
し
た
か
？

健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

～若いみなさんに知ってもらいたいこと～

自
分
の
体
と
性
を
大
切
に
し
よ
う

◦
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
し
な
い

◦
喫
煙
し
な
い

◦
望
ま
な
い
妊
娠
は
し
な
い

◦
性
感
染
症
を
予
防
す
る

中学校での性教育の様子。スライド
やＤＶＤを使った学習、生まれたばか
りの赤ちゃんと同じくらいの人形（身
長約 50cm、体重約３kg）を使って、
抱っこやお世話の体験をしています。

厚生労働省　性感染症 検索
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　保健師や看護師が、血圧・尿検査・
肺年齢・体脂肪測定を行い、健康
に関する相談に応じます（《※》を
記した会場では、栄養相談も行い
ます）。健康手帳をお持ちの人はご
持参ください。相談日以外でも健
康推進課窓口や電話で健康相談を
行っています。
◦日時／会場
11月5日㈪ 9時30分～ 11時／八女
市保健センター《※》
11月7日㈬ 10時～ 11時 ／上陽支所
11月9日㈮ 10時～ 11時／そよかぜ

（星野）
11月13日㈫ 10時～ 11時／かがやき

（立花）《※》
11月15日㈭ 14時～ 15時／矢部基
幹集落センター
11月27日㈫ 10時～ 11時／ふじの
里（黒木）《※》

【八女・立花地域の皆さん】
◦開催日・対象 
11月13日㈫＝10か月児（平成30年1月生）
11月21日㈬＝4か月児（平成30年7月生）
11月22日㈭＝3歳児（平成27年10月生）
11月27日㈫＝1歳6か月児（平成29年4
月生）
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～ 14時30分

【黒木・上陽・矢部・星野地域の皆さん】
◦日時＝11月20日㈫13時30分～ 14
時30分

◦対象＝1歳6か月児（平成29年3
月・4月生）／ 3歳児（平成27年9月・
10月生）
◦会場＝ふじの里（黒木）
※対象者には個別に通知します。事
前に連絡いただくとどちらの会場で
も健診を受けることができます。

　離乳食初期（5か月児と6か月児）
のお話と調理。要予約。定員15人。
託児あり。
◦日時＝11月15日㈭ 10時～ 13時※
受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦申込者には詳細を通知します。

　離乳食中期から後期（7か月児
から1歳児頃まで）のお話。要予約。
定員10人。託児あり。
◦日時＝11月8日㈭ 10時～ 12時※
受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦申込者には詳細を通知します。

　子育てのことで、少しでも心配
なことがあったら気軽にご相談くだ
さい。身長・体重測定もできます。
母子健康手帳をお持ちください。
相談日以外でも、窓口や電話で子
育て相談を行っています。
◦日時／会場
11月2日㈮ 13時15分～ 14時30分／
やめっこ未来館

11月7日㈬ 9時30分～ 11時／やめっ
こ未来館
11月16日㈮ 10時～ 11時／そよかぜ

（星野）
11月28日㈬ 10時～ 11時／矢部基幹
集落センター

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前の成長発達面
に不安のある人です。心配なこと
があれば、気軽にご相談ください。
要予約。

【八女市保健センター】
　11月8日㈭ 9時～ 16時
　11月22日㈭ 9時～ 16時

【ふじの里（黒木）】
　11月20日㈫ 9時～ 16時

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩み
がある人です。気軽にご相談くだ
さい。要予約。時間は13時30分～
15時30分まで受付
◦日にち／会場
11月28日㈬／おりなす八女研修棟

次回は12月に開催します。

乳幼児心理相談

11
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

乳幼児健診 （健康診査）

健康相談 

心理士によるこころの相談

マタニティ教室

八女市スポーツ・健康づくり都市宣言 栄養バランスの良い食事を心がけます。

ベビーズクッキング

もぐもぐかみかみ！離乳食教室

　ホウレンソウとマイタケの菜種和え

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

77Kcal
5.3g
5.0g
3.7g

473mg
39mg
43mg
1.7mg

2.1g
0.5g

1人分あたりの栄養価【作り方】
① ホウレンソウはゆ
でて、水にとって絞
り、３センチの長さに
切る。
② マイタケは小房に
分けてさっとゆでる。
③ 卵を溶いてAを混
ぜて、温めたフライパ
ンに油をひき、炒り卵
を作り、①と②と和え
る。

八女市食生活改善推進会の研修会で作ったレシピです。簡単に
作れる一品なので、お弁当のおかずにも良いでしょう。
毎日の食卓に野菜料理を一品プラス。野菜を１日350ｇ以上食べましょう。

【材料】（4人分）　
◦ホウレンソウ…２００ｇ
◦マイタケ…１００ｇ
◦鶏卵…２個
◦だし汁（かつお節と昆布）　
　　　　　　　　…10ml
◦みりん…大さじ１/ ２
◦濃口醤油…小さじ２
◦なたね油…小さじ２

毎月17日は「減塩の日」
（日本高血圧学会）

Ａ
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平
成
30
年
度
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
に
お
け
る
八
女
市
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
調
査

の
目
的
は
、
全
国
の
児
童
生
徒
一
人

一
人
の
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、

課
題
の
改
善
や
指
導
に
役
立
て
る

こ
と
で
す
。

　

調
査
の
対
象
は
小
学
校
14
校
お

よ
び
義
務
教
育
学
校
１
校
の
６
年

生
と
中
学
校
９
校
お
よ
び
義
務
教

育
学
校
１
校
の
３
年
生
で
、
対
象

教
科
は
、
国
語
、
算
数
（
数
学
）、

理
科
の
３
教
科
で
す
。
調
査
領
域

と
し
て
教
科
Ａ
は
主
と
し
て
知
識

に
関
す
る
問
題
、
教
科
Ｂ
は
主
と

し
て
活
用
に
関
す
る
度
合
い
を
測

り
ま
す
。（
以
下「
Ａ
」お
よ
び「
Ｂ
」）

　

ま
た
、
質
問
紙
に
よ
る
児
童
・

生
徒
の
生
活
や
学
習
状
況
の
様
子

も
調
査
に
含
ま
れ
ま
す
。
な
お
、

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
測
定
で
き
る
の

は
、
学
力
の
一
部
分
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
小
学
校
に
関
し
て
は
、
今
年
も

全
て
の
教
科
（
領
域
）
で
全
国
・

福
岡
県
（
以
下
「
県
」）
平
均
を
上

回
り
安
定
し
た
結
果
が
み
ら
れ
ま

し
た
。
中
学
校
で
は
、
全
て
の
教

科
（
領
域
）
で
全
国
・
県
平
均
を

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
前
期
】

　
各
教
科
（
領
域
）
の
平
均
得
点

は
下
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
国
語

Ａ・Ｂ
、
算
数
Ａ
、
理
科
で
は
全
国・

県
・
南
筑
後
地
区
（
以
下
「
地
区
」）

平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
算
数
Ｂ

で
は
、
全
国
・
福
岡
県
平
均
を
わ

ず
か
に
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
地
区

平
均
に
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

▼
正
答
率
が
高
か
っ
た
問
題
＝【
国

語
Ｂ
】
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・

態
度
に
関
す
る
問
題
、【
算
数
Ａ
】

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能
に

関
す
る
問
題
、【
理
科
】
自
然
事
象

に
つ
い
て
の
知
識
や
理
解
に
関
す

る
問
題

▼
改
善
が
必
要
な
問
題
＝
【
国
語

Ｂ
】
話
す
・
聞
く
能
力
に
関
す
る

問
題
、【
算
数
Ｂ
】
数
学
的
な
考
え

方
に
関
す
る
問
題
、【
理
科
】
自
然

事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
に

関
す
る
問
題

【
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
後
期
】

　
各
教
科･

領
域
の
結
果
は
下
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
国
語
Ａ
、

理
科
で
は
地
区
平
均
を
上
回
っ
た

も
の
の
、
全
国
・
県
平
均
に
届
い

て
い
ま
せ
ん
。
国
語
Ｂ
、
数
学
Ａ
・

Ｂ
で
は
、
全
国
・
県
・
地
区
平
均

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

▼
正
答
率
が
高
か
っ
た
問
題
＝【
国

語
Ａ
】
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・

理
解
・
技
能
に
関
す
る
問
題
、【
数

学
Ａ
】
数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い

て
の
知
識
・
理
解
に
関
す
る
問
題
、

【
理
科
】
自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知

識
や
理
解
に
関
す
る
問
題

▼
改
善
が
必
要
な
問
題
＝
【
国
語

Ｂ
】読
む
能
力
に
関
す
る
問
題
、【
数

学
Ｂ
】
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

に
関
す
る
問
題
【
理
科
】
科
学
的

な
思
考
・
表
現
に
関
す
る
問
題

　
学
力
調
査
と
合
わ
せ
て
、
生
活

習
慣
や
学
習
へ
の
取
り
組
み
な
ど

の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
小

学
校
＝
62
項
目
、
中
学
校
＝
59
項

目
）。
質
問
紙
調
査
の
た
め
「
当
て

八
女
市
の
調
査
結
果
の
概
要

生
活
や
学
習
状
況
の
調
査
結
果

の
概
要

八女市 福岡県南筑後地区 全国

■中学校 9 校・義務教育学校後期の結果

■小学校 14 校・義務教育学校前期の結果

70.7

63.0

51.0

80

30

70

60

50

40

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科

72.0 71.0 70.7

58.0 57.4 55.0 54.7

67.0 64.1 63.5

52.0 52.5 51.5

63.0 62.1 61.0 60.3

80

30

70

60

50

40

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科

74.0 73.1
75.0 76.1

55.0 58.1
61.0 61.2 60.0 61.5

65.0 66.1

40.0 40.3
46.0 46.9

63.0 62.1
65.0 66.1

全
国
学
力･

学
習
状
況
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

教
育
の
ペ
ー
ジ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
学
務
係
（
☎
２
３・１
９
５
４
）
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は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当

て
は
ま
る
」
を
肯
定
的
な
回
答
と

し
て
集
計
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
学
力
は
学
校
の
授
業
だ
け
で
な

く
、
基
本
的
生
活
習
慣
や
生
活
環

境
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
結
果
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

【
学
校
生
活
の
様
子
】　

◦ 

多
く
の
子
ど
も
が
、「
き
ま
り
を

守
る
」「
い
じ
め
は
い
け
な
い
」「
人

の
役
に
立
ち
た
い
」
な
ど
の
高
い

規
範
意
識
を
も
ち
な
が
ら
生
活
で

き
て
い
ま
す
。

◦
自
分
自
身
の
よ
い
と
こ
ろ
が
あ

る
と
い
う
自
己
肯
定
感
や
将
来
の

夢
や
目
標
を
意
識
し
て
生
活
で
き

て
い
る
子
ど
も
は
、
75
～
85
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
学
習
へ
の
取
組
の
様
子
】

◦
90
～
95
％
の
子
ど
も
は
家
で
宿

題
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
家
で
授

業
の
予
習
・
復
習
が
で
き
て
い
る

子
ど
も
は
50
～
60
％
と
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。

【
生
活
習
慣
、
家
庭
、
地
域
社
会
と

の
関
わ
り
】

◦
朝
食
を
食
べ
る
、
早
寝
・
早
起

き
す
る
と
い
っ
た
基
本
的
な
生
活

習
慣
が
身
に
付
い
て
い
る
子
ど
も

は
、
90
％
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
学
習
す
る
こ
と
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。

◦
学
校
で
の
出
来
事
な
ど
を
、
家

の
人
と
話
し
て
い
る
子
ど
も
は

75
％
程
度
と
多
く
な
い
よ
う
で
す
。

◦
多
く
の
子
ど
も
が
地
域
の
行
事

に
積
極
的
に
参
加
で
き
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
、
地
域
と
の
か
か
わ

り
が
望
ま
れ
ま
す
。

【
学
校
で
の
取
り
組
み
】

◦
各
校
の
課
題
に
応
じ
て
、
基
礎
・

基
本
の
確
実
な
定
着
と
と
も
に
、

活
用
す
る
力
（
Ｂ
領
域
問
題
）
を

育
て
る
授
業
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◦
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、

自
ら
が
し
っ
か
り
考
え
、
自
分
の

考
え
を
説
明
し
た
り
話
し
合
っ
た

り
し
て
、
共
に
学
び
合
う
授
業
に

向
け
て
工
夫
改
善
を
図
り
ま
す
。

◦
子
ど
も
た
ち
が
達
成
感
や
満
足

感
を
も
ち
、
自
信
を
も
っ
て
活
動

で
き
る
学
級
経
営
に
努
め
ま
す
。

◦
子
ど
も
一
人
一
人
の
習
熟
の
程
度

に
応
じ
て
き
め
細
か
な
指
導
が
で

き
る
よ
う
、
さ
ら
に
指
導
方
法
の

工
夫
・
改
善
に
努
め
ま
す
。

◦
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
接
続
に
向
け
て
、
授
業

づ
く
り
・
学
習
規
律
・
家
庭
学
習
・

基
本
的
な
生
活
習
慣
な
ど
の
小
中

連
携
・
小
中
一
貫
教
育
の
取
組
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◦
家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を

深
め
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
学

力
や
生
活
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
】　

◦
学
力
調
査
結
果
を
分
析･

考
察

し
、
児
童･

生
徒
の
学
力
向
上
策

を
示
し
ま
す
。

◦
学
力
向
上
に
向
け
て
、
学
校
経

営
、
学
習
指
導
等
へ
の
指
導
・
支

援
を
行
い
ま
す
。

◦
市
独
自
の
少
人
数
指
導
教
員
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
、
図
書
司

書
等
の
効
果
的
な
配
置
と
活
用
の

継
続
・
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◦
小
中
連
携
・
小
中
一
貫
教
育
を

通
し
て
、
授
業
改
善
や
生
徒
指
導

等
の
充
実
に
向
け
た
指
導
・
支
援

を
重
視
し
て
い
き
ま
す
。

◦
学
校
の
教
育
課
題
解
決
お
よ
び

教
師
の
指
導
力
向
上
の
た
め
「
教

育
研
究
所
」
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
り
ま
す
。

◦
学
習
、進
路
、不
登
校
、い
じ
め
、

し
つ
け
等
、
教
育
活
動
の
相
談
窓

口
と
な
る「
八
女
市
教
育
相
談
室
」、

「
適
応
指
導
教
室
」
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
り
ま
す
。

◦
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
推
進

し
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の

確
保
、
教
育
活
動
の
充
実
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

◦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
）
の
導
入
を
さ
ら

に
推
進
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

  

規
則
正
し
い
生
活
「
早
寝・早
起
き・

朝
ご
は
ん
」
を
実
行
し
た
り
、
家
族

で
出
来
事
や
夢
・
目
標
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
学
ぶ
意

欲
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。
ご
家
庭
で
、

よ
り
よ
い
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
を

身
に
付
け
さ
せ
、
地
域
の
方
々
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
温
か
い
見
守
り
を

続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
学
力
は

確
実
に
伸
び
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
調
査
に
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
携
帯
・
ス
マ
ホ
等

の
使
用
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
の
時
間

が
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
お

子
さ
ん
と
十
分
話
し
合
い
を
し
て
、

約
束
を
守
っ
て
適
正
な
使
用
が
で
き

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
対
策

ご
家
庭
へ
の
お
願
い

■質問紙（生活や学習状況の様子）の結果（抜粋）

100

90

80

70

60 設問１＝自分には
よいところがある
と思いますか

85
・５

84
・０ 75

・３

78
・８

91
・５

89
・５

95
・１

95
・１

設問２＝学校のき
まりを守っていま
すか

設問５＝いじめは
どんな理由があっ
てもいけない

100

90

80

70

60

97
・５

96
・８

95
・８

95
・５

92
・８

94
・５ 89

・１
91
・９

設問７＝朝食を毎
日食べていますか

74
・４

77
・０ 71

・２

74
・２

設問８＝毎日、同
じくらいの時刻に
寝ていますか

八女市小学生

八女市中学生
全国小学生

全国中学生

凡　例
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前列左から　内藤教育長職務代理、橋本教育長、加藤委員
後列左から　赤司委員、山崎委員

教育部長
学校教育課
社会教育課
スポーツ振興課
文化振興課
人権・同和教育課

事務局

教育委員会

委
員

委
員

教
育
長

教
育
長

職
務
代
理

委
員

八女市教育委員会の組織

・教育長と4 人
の委員で構成
・教育長の任期
は 3 年
・委員の任期は
4 年

八女市教育委員会の紹介
　八女市教育委員会は、「八女市教育の日を定める
条例」を施行して以来、八女市を愛しふるさとに誇
りを持つ子どもたちを育むためにさまざまな取り組
みを行っています。

八
女
市
を
愛
し
、ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持つ
子
ど
も
た
ち
を
育
も
う

平
成
30
年
度
「
八
女
市
教
育
の
日
」
事
業

◦
開
催
日　
11
月
４
日
㈰　
13
時
～

◦
会　
場　
お
り
な
す
八
女 

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
主　
催　
八
女
市
教
育
委
員
会

入場無料

【
小
学
校
】

◦
「
八
女
ふ
る
里
学
」
で
学
習
し
た

事
の
発
表
＝
立
花
小
学
校
、
星
野
小

学
校

【
中
学
校
】

◦
吹
奏
楽
演
奏
＝
筑
南
中
学
校

◦
中
学
生
の
主
張
（
弁
論
）
＝
上
陽

北
汭
学
園
９
年
　
中
島
瑞
葵
さ
ん

◦
広
島
市
平
和
学
習
事
業
＝
市
内

中
学
生
代
表

◦
韓
国
巨
済
市
文
化
交
流
事
業
＝

市
内
中
学
生
代
表

【
教
育
委
員
会
】

◦
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の
紹
介

　
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

当
日
は
託
児
所
を
設
置
し
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
10
月
29
日
㈪
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込･

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育

課
総
務
係
（
☎
２
３・１
９
５
４
）

　
八
女
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、「
八

女
市
教
育
の
日
」
事
業
の
中
で
、「
八

女
市
立
学
校
教
職
員
働
き
方
改
革

サ
ポ
ー
ト
宣
言
」
と
「
八
女
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
宣
言

『
今
こ
そ
示
そ
う
大
人
の
姿
』」
を
す

る
予
定
で
す
。
こ
れ
は
今
、
全
国
的

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
教
職
員
の
働

き
方
改
革
に
対
し
て
、
保
護
者
、
家

庭
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
を

考
え
実
施
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
の

教
育
力
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で

す
。
ま
た
、
平
成
26
年
１
月
２
日
の

「
八
女
市
携
帯
・
ス
マ
ホ
利
用
に
関

す
る
宣
言
」
を
継
承
し
な
が
ら
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

保
護
者
と
し
て
の
監
督
責
任
を
改
め

て
自
覚
し
、
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体

の
健
康
を
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
八
女
市
立
各
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　（
八
女
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）

文
化
発
表
会
（
発
表
順
未
定
）

八
女
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
宣
言

 

＝
教
育
の
日
共
同
イ
ベ
ン
ト
＝

 

八
女
エ
コ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
８

　
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
よ
う
！

　
環
境
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
展
示

や
体
験
を
通
じ
て
、
楽
し
み
な
が
ら

環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
環
境
に
や
さ
し
い
く
ら
し
に

つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
る
よ
う
開

催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
の
展
示
も
行
い

ま
す
。
ご
家
族
揃
っ
て
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
11
月
４
日
㈰
12
時
～
16
時

◦
会
場
　
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
環
境
衛
生

協
議
会
事
務
局
（
環
境
課
）

☎
２
３・１
４
６
２

教育機関
【小学校 14 校】
福島小学校 
長峰小学校 
上妻小学校 
三河小学校 
八幡小学校 
忠見小学校 
川崎小学校 
岡山小学校 
黒木小学校 
黒木西小学校
筑南小学校 
立花小学校 
矢部小学校 
星野小学校

【中学校 9 校】
福島中学校 
南中学校 
見崎中学校 
西中学校
黒木中学校 
筑南中学校 
立花中学校
矢部中学校
星野中学校

【義務教育学校
　　　　  １校】
上陽北汭学園

【教育研究所】
【教育相談室】
【適応指導教室】
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来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保

育
所
等
の
入
所
申
し
込
み
」
を
左
記
の
日

程
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
今
回
か
ら
新

規
・
転
園
の
申
し
込
み
の
場
合
は
、
見
学

期
間
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
事
前
に
施
設
を
見
学
さ
れ
て
希

望
施
設
を
決
定
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
見
学
期
間
は
、
10
月
22
日
㈪
～
27
日
㈯

で
す
。事
前
に
施
設
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
所
申
し
込
み
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
た
提
出
書
類
を
受
付
期
間
内
に
第
一
希

望
の
施
設
の
受
付
場
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
現
在
在
園
し
て
い
る
施
設
に
継
続

し
て
入
所
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
は
、

保
育
所
お
よ
び
市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま

た
は
各
支
所
に
提
出
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
表
中
※
印
の
あ
る
施
設
へ
初
め

て
申
し
込
み
す
る
場
合
は
、
お
子
さ
ん
の
面

接
も
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、

市
役
所
子
育
て
支
援
課
、
各
支
所
お
よ
び

各
施
設
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
所
を
希
望
す
る
人
で
、
都
合
に
よ

り
所
定
の
日
程
で
手
続
き
が
で
き
な
い
場

合
は
、
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
市
役
所
子
育

て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
第
１
次
選
考
の
対
象
は

11
月
30
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
た
人
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
所
以
外
を
希
望
の
人
は
各

施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

入
所
の
決
定
は
、
受
付
先
着
順
等
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

①
支
給
認
定
申
請
書
ま
た
は
支
給
認
定
現

況
届
　
②
勤
務
証
明
書
な
ど
（
保
育
利
用

者
の
み
）
③
認
印
　
④
入
園
願
書
（
保
育

所
以
外
へ
の
新
規
申
し
込
み
の
人
）

◦
保
育
所
等
の
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
＝
▽
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保
育
係(

☎

２
３・１
３
５
１)

、
▽
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
お
よ
び
小
規
模
保
育
施
設
は
、
直
接

施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

区分 施設名 受付会場 受付日 受付時間
公
立
保
育
所

福島保育所 ※

各施設
　11 月 6 日㈫ 
　　～ 8 日㈭

 09:00~18:30長峰保育所 ※

北山保育所 ※

私
立
保
育
所

三河保育園 ◦在園継続児
各施設または
市役所本庁
子育て支援課

◦新規・転園
市役所本庁
子育て支援課

　11 月1日㈭
　　～ 2 日㈮
　5 日㈪～ 9 日㈮

 各施設
　＝開所時間
 市役所
　＝08:30 ～19:00

八幡保育園

八女中央保育園

岡山保育園

忠見保育園

上妻保育園

川崎保育園

みつとも保育園　　 立花支所
（市民生活福祉課）

　11 月 5 日㈪
　　～ 7 日㈬

 11月5日㈪～６日㈫
　＝08:30 ～17:15
 11月7日㈬
　=08:30 ～19:00

辺春保育園　　

黒木保育園
黒木支所

（同上）
あゆみ保育園

本分保育園

木屋保育所

矢部保育園　 矢部支所（同上）

星野保育所星光園　 星野支所（同上）

幼稚園 福島幼稚園

各施設

　11月1日㈭  08:00 ～17:00

認
定
こ
ど
も
園

さいしょうじ幼稚園 　11月1日㈭  09:00 ～12:00

白百合幼稚園 　11月1日㈭  14:00 ～16:00

つくし幼稚園 　11月6日㈫  14:00 ～17:00

ふじなみ幼稚園 　11月1日㈭  09:00 ～15:00

小
規
模　

保
育
施
設

洋光はうす保育園 ※ 　11月１日㈭～２日㈮  09:00 ～16:00

さくらんぼ保育園 ※ 　11月1日㈭～9日㈮  10:00 ～18:00

どんぐりの森保育園 ※ 　11月5日㈪～６日㈫  09:00 ～17:00

平
成
31
年
度
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の

入
所
申
し
込
み
お
よ
び
見
学
に
つ
い
て

■幼稚園・保育所等の入所申し込み受付日程

入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て

手
続
き
に
必
要
な
も
の
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

り
の
舞
楽
と
風
流
を
奉
納

　

9
月
16
日
㈰
、
国
家
安
全
と

風
雨
無
難
を
願
う
風
流
・
は
ん
や

舞
（
福
岡
県
無
形
民
俗
文
化
財
）

が
星
野
村
の
麻
生
神
社
に
奉
納

さ
れ
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

風
流･

は
ん
や
舞
は
、
起
源
を

「
猫
尾
城
主
の
黒
木
氏
が
貞
応
元

年
（
１
２
２
２
年
）
に
舞
楽
な

ら
び
に
風
流
の
神
事
を
し
た
」
と

い
う
記
録
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
最
初
に
下
郷
土
穴
地
区
の
方

が
、小
太
鼓･

鐘･

笛
で「
下
り
羽
」

を
演
じ
、そ
の
後
、下
郷・横
廻
り・

中
通
り
・
上
郷
の
各
区
が
風
流
と

は
ん
や
舞
を
奉
納
し
ま
す
。
こ
の

は
ん
や
舞
は
中
世
の
名
残
を
と
ど

め
る
芸
能
と
し
て
、
筑
後
地
区
で

は
き
わ
め
て
貴
重
な
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。

祈

　  

域
交
流
を
深

め
る
緒
玉
秋
祭
り

　

9
月
16
日
㈰
、
第
35
回
緒
玉

秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の

老
若
男
女
が
参
加
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
ま
し

た
。
子
ど
も
神
輿
が
町
内
全
域

を
一
巡
し
、
住
民
の
健
康
と
安
全

を
祈
る
と
と
も
に
、
秋
の
収
穫

に
感
謝
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
組

対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

や
カ
ラ
オ
ケ
、
子
ど
も
た
ち
の
意

見
発
表
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

地

　

五
條
家
ゆ
か
り
の
宝
物
を
一

般
公
開
す
る
『
御
旗
祭
』
が
９

月
23
日
㈷
、
黒
木
町
大
淵
の
五

條
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
條

家
は
、
南
北
朝
時
代
に
南
朝
方

の
征
西
将
軍
懐
良
親
王
に
従
い

九
州
に
下
向
し
た
五
條
頼
元
を

始
祖
と
し
ま
す
。
当
主
の
五
條

元
滋
さ
ん
は
「
昭
和
51
年
に
地

域
の
皆
さ
ん
に
よ
り
五
條
家
宝

物
顕
彰
会
を
立
ち
上
げ
て
い
た

だ
き
、
御
旗
祭
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
町

村
合
併
で
八
女
地
域
の
南
朝
の

史
跡
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
吉

野
町
や
菊
池
市
と
の
繋
が
り
も

で
き
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
当
日

は
、
後
醍
醐
天
皇
か
ら
４
人
の

皇
子
に
下
賜
さ
れ
唯
一
現
存
す

る
「
金
烏
の
御
旗
」
や
、
南
朝

方
の
書
状
な
ど
を
集
め
た
「
五

条
家
文
書
」（
と
も
に
国
指
定

重
要
文
化
財
）
な
ど
が
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
多
く
の

歴
史
フ
ァ
ン
ら
が
市
内
外
か
ら

詰
め
か
け
、
宝
物
を
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

朝のロマン伝える御旗祭南

五條元滋さんの説明に熱心に耳を傾ける皆さん

は
ん
や
舞

風
流
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【
特
選
】

　
黙も
だ

深ふ
か
き
墳ふ
ん
ぼ墓
の
森
や
秋
澄す

め
り
　
牛
島
　
景
子

　
出し
ゅ
つ
ど土
せ
し
管く
だ
た
ま玉
の
瑠る

り璃
秋
の
声
　
牛
島
　
景
子

　
古
い
に
し
えを
色
な
き
風
と
訪と

ふ
て
み
る
　
西
島
志
乃
芙

【
佳
作
】

　
遠お
ち
こ
ち近
に
群
れ
て
降く
だ
ちの
赤
と
ん
ぼ
　 
中
川
原
篤
子

　
石
人
の
肩
を
え
ら
び
て
赤
と
ん
ぼ
　
伊
藤
　
幸
子

　
靫ゆ
き

背
負
う
君き
み
も守
る
石
人
天
高
し
　
城
戸
　
和
子

　
秋
蝶
の
別
区
に
遊
ぶ
膝
の
丈
　
　
松
尾
　
貞
義

　
塚
を
守も

る
瀟し
ょ
う
し
ゃ洒な
秋
の
資
料
館
　
中
川
原
篤
子

選
者
＝
吉
泉
守
峰

人
形
原
で
秋
を
詠
む

　

9
月
14
日
㈮
、
上
陽
町
田
代
の
弓
矢
八
幡

宮
の
境
内
で
、
サ
ッ
ク
ス
奏
者
深
町
宏
さ
ん

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
田
代
区
で
は
毎
年
こ
の
日
に
八
幡
宮
の

祭
り
を
行
い
、
五
穀
豊
穣
と
地
域
の
災
難
よ

け
を
願
い
花
火
を
打
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
今

年
は
深
町
さ
ん
の
サ
ッ
ク
ス
教
室
受
講
生
と

氏
子
関
係
者
が
同
じ
職
場
だ
っ
た
こ
と
が
縁

で
、
深
町
さ
ん
の
好
意
に
よ
り
コ
ン
サ
ー
ト

が
実
現
し
ま
し
た
。
花
火
が
始
ま
る
前
、
夕

暮
れ
の
山
里
に
サ
ッ
ク
ス
の
音
色
が
響
き
渡

る
と
み
ん
な
う
っ
と
り
と
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。「
美
し
い
音
楽
と
花
火
で
、
と
て
も

あ
り
が
た
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
」
と
地
元

の
皆
さ
ん
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

内
に
響
く
サ
ッ
ク
ス
の
音
色

境

「広報八女」12月1日・
15日合併号のお知らせ
　昨年に引き続き、「広報八女」12
月1日号と15 日号は合併号になり、
12 月15 日号は発行しません。必要
な情報については、12 月 1日・15
日合併号および 1 月1日号に掲載し
ます。また、八女市ＨＰや防災ラジ
オでも情報を発信していますので、
ご利用ください。
◦問い合わせ＝企画政策課秘書広
報係（☎２３・１１１０）

広報

　「
向
井
去
来
、
野
田
成

亮
顕
彰
碑
」
の
建
立
を
記

念
し
た
句
会
「
第
37
回

人
形
原
句
碑
記
念
句
会
」

が
、
９
月
16
日
㈰
に
岩
戸

山
古
墳
周
辺
を
吟
行
し
、

岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流

館
「
い
わ
い
の
郷
」
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
入
選
作
品

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

平
成
30
年
５
月
１
日
か
ら
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た

高
齢
者
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
利
用
回
数
券
（
３
０
０
円
×
２

０
０
枚
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
届
出
期
限
は
免
許
を
返
納

し
た
日
か
ら
６
か
月
以
内
で
す
が
、
本
年
度
に
限
り
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

▽
自
主
返
納
日
＝
平
成
29
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
30
年
５
月
１
日

▽
届
出
期
限
＝
平
成
30
年
10
月
31
日
㈬
ま
で

届
出
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
防
災
安
全
課
生
活
安
全
係

（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
の
届

出
。
手
続
き
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？
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救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
中
に
入
れ
る
情

報
シ
ー
ト
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

の
情
報
シ
ー
ト
も
充
分
活
用
で
き
ま
す
が
、

新
様
式
で
は
さ
ら
に
活
用
し
や
す
い
用
紙

に
な
り
ま
し
た
。「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

お
よ
び
「
新
し
い
情
報
シ
ー
ト
」
を
ご
要
望

の
際
は
、
担
当
の
民
生
委
員
に
お
声
を
か
け

て
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
高
齢
者
支
援
係
も

し
く
は
各
支
所
の
市
民
生
活
福
祉
課
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。シ
ー
ト
は
八
女
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

情
報
シ
ー
ト
の
新
様
式

①
チ
ェ
ッ
ク
や
○
を
付
け
る
欄
を
多
く
す
る

こ
と
で
記
入
し
や
す
く
し
ま
し
た
。
②
緊
急

時
に
役
に
立
つ
項
目
を
追
加
し
ま
し
た
。

情
報
シ
ー
ト
の
情
報
は
新
し
い
で
す
か
？

　

情
報
シ
ー
ト
の
情
報
が
古
い
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
と
緊
急
時
に
生
か
し
き
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
新
し
く
情
報
シ
ー
ト
を
書
く

か
、
変
更
部
分
を
赤
い
ペ
ン
で
修
正
す
る
な

ど
、
常
に
最
新
の
情
報
に
し
て
く
だ
さ
い
。

キ
ッ
ト
を
冷
蔵
庫
以
外
に
入
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？ 

　

救
急
隊
員
が
す
ぐ
に
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
保
管
場
所
を
冷
蔵
庫
に
統
一
し
て
い
る

た
め
、
必
ず
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ッ
カ
ー
を
玄
関
に
貼
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

救
急
隊
員
が
見
つ
け
や
す
い
よ
う
に
、
ス

テ
ッ
カ
ー
を
冷
蔵
庫
の
扉
や
側
面
に
貼
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
対
象
者
を
高
齢
者
や

身
体
し
ょ
う
が
い
者
に
限
定
し
て
い
る
た
め
、

ス
テ
ッ
カ
ー
を
玄
関
に
貼
る
と
悪
質
な
訪
問

販
売
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
し

ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

情
報
シ
ー
ト
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　

こ
れ
か
ら
冬
に
向
か
い
、
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
季
に
な
り
ま

す
。
予
防
の
基
本
は
、手
洗
い
と
う
が
い
、

湿
度
（
50
～
60
㌫
）
を
保
つ
こ
と
、
十

分
な
休
養
と
栄
養
摂
取
で
す
。
ま
た
対

策
に
は
、
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。
接

種
後
、
２
週
間
ほ
ど
で
ワ
ク
チ
ン
の
免

疫
が
で
き
、
効
果
は
約
５
か
月
間
持
続

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
め
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

実
施
時
期
＝
10
月
15
日
㈪
～
12
月
31

日
㈪

⃝

接
種
場
所
＝
福
岡
県
内
の
医
療
機
関
、

老
人
保
健
施
設
等

⃝

接
種
回
数
＝
１
回

⃝

接
種
料
金
＝
個
人
負
担
１
５
０
０
円

（
医
療
機
関
に
支
払
）

⃝

個
人
負
担
金
の
免
除
対
象
者
＝
上
記

①
②
対
象
者
で

▽
生
活
保
護
世
帯
の
人･･･

証
明
書
を

福
祉
課
生
活
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３

５
０
）
で
発
行
。

▽
非
課
税
世
帯
の
人･･･

健
康
推
進
課

（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）、
各
支
所
（
市

民
生
活
福
祉
課
）
で
高
齢
者
予
防
接
種

費
用
免
除
証
明
書
を
発
行
。

※
そ
の
ほ
か
、
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

有
効
期
限
内
の
「
介
護
保
険
負
担
限
度

額
認
定
証
」、「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

も
免
除
の
証
明
に
な
り
ま
す
。

　

接
種
の
際
に
証
明
書
お
よ
び
認
定
証

を
医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
負
担
金
支
払
い
後
の
払
い
戻
し
の

制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
医
療
機
関
、
施
設
等
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
接
種
す
る
時
は

必
ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ン

セ
ル
等
も
必
ず
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

接
種
で
き
な
い
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
、
早
め
に
予
防
接
種
を

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３・１
２
０
１
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）

こ
の
中
に
情
報
シ
ー
ト

を
入
れ
て
、
冷
蔵
庫
で

保
管
し
ま
す

救急医療情報キットは、ひとり暮らし
高齢者や高齢者のみの世帯の人、身
体障害者手帳の交付を受けその障害
および程度が視覚障害、聴覚障害また
は音声機能もしくは言語機能の障害の
1級、2 級または 3 級の人が対象です。

⃝

対
象
者
＝

①
満
65
歳
以
上
の
人

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
に
機
能
の
障
害
（
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）
を
有
す
る

人

か
か
り
つ
け
医
や

薬
な
ど
の
情
報
を

冷
蔵
庫
に
保
管
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節
・
背
骨
や
骨
盤
の
歪
み
を
整
え

て
、
腰
痛
や
肩
こ
り
な
ど
体
の
体

調
を
改
善
し
ま
す
。受
講
料
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
21
日
㈬
、
12
月

19
日
㈬
、1
月
30
日
㈬
〔
全
３
回
〕

10
時
～
12
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
講
師
＝
㈳
背
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
協
会
専
務
理
事
・
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
岸
田
兼
一
さ
ん

◦
定
員
＝
20
人

②
パ
ン
づ
く
り
講
座

　
こ
ね
機
や
発
酵
器
が
な
く
て
も
、

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
手
ご
ね
の

パ
ン
と
プ
チ
惣
菜
を
学
び
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
19
日
㈬
、
１
月

30
日
㈬
、
２
月
20
日
㈬
※
全
３

回
10
時
～
13
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
材
料
費
＝
３
千
円
（
３
回
分
）

◦
定
員
＝
16
人

①
②
共
通

◦
申
込
期
間
＝
10
月
15
日
㈪
～

10
月
31
日
㈬
（
月
曜
～
土
曜
日

９
時
～
17
時
※
日
祝
日
を
除
く
）

◦
申
込
方
法
＝
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

（
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
記
入
）
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

中
央
公
民
館
（
☎
２
４
・
８
１
２

１
／
N
２
４
・
８
１
２
２
）

事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）

☎
２
４
・
１
３
４
０

　

10
月
は
住
ま
い
に
つ
い
て
考
え

る
住
生
活
月
間
。
空
き
家
を
出
さ

な
い
た
め
に
準
備
で
き
る
こ
と
や
、

未
来
を
見
据
え
た
家
の
持
ち
方
を

テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加

費
無
料
、
定
員
50
人
（
先
着
）

◦
日
時
＝
10
月
27
日
㈯
10
時
30

分
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
問
い
合
わ
せ
＝
一
般
社
団
法
人

住
教
育
推
進
機
構
福
岡
支
部（
☎

０
５
０
・
３
７
３
５
・
０
４
０
９
）

◦
日
時
＝
11
月
16
日
㈮
、
30
日

㈮
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
一
般
６
百
円
、
会
員

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

①
背
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョニ
ン
グ
講
座

　

知
ら
な
い
う
ち
に
固
ま
っ
た
関

チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か

ら
懐
か
し
い
日
本
の
歌
な
ど
、
秋

の
里
山
に
響
く
音
色
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
10
日
㈯
14
時
～

◦
会
場
＝
笠
原
東
交
流
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
の
森
」
屋
内
運
動
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
笠
原
里
山
振

興
会
松
尾
さ
ん
（
☎
４
２
・
４
３

８
８
）
▽
黒
木
支
所
産
業
経
済

課
農
政
係
（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

　

社
交
ダ
ン
ス
や
中
高
齢
者
体

操
、
太
極
拳
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

各
教
室
の
発
表
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
24
日
㈯
９
時
～

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

教
室
・
講
座

　

お
得
な
さ
る
ー
く
チ
ケ
ッ
ト
で

八
女
福
島
界
隈
を
飲
み
歩
こ
う
。

◦
日
時
＝
10
月
19
日
㈮
17
時
～

◦
場
所
＝
八
女
福
島
土
橋
界
隈

◦
当
日
券
＝
３
枚
つ
づ
り
千
円

（
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
駐
車
場
に

て
当
日
16
時
50
分
～
20
時
販
売
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
商
工
会
議

所
内
事
務
局（
☎
２
２
・５
１
６
１
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

出
店
者
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
10
月
28
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

地
元
の
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば

ち
ゃ
ん
た
ち
に
よ
る
、
餅
つ
き
や

ま
ん
じ
ゅ
う
の
販
売
な
ど
、
山
里

の
魅
力
満
載
の
お
祭
り
で
す
。

◦
日
時
＝
11
月
４
日
㈰
10
時
～

15
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
る
さ

と
わ
ら
べ
館（
☎
５
４・２
４
４
２
）

　

黒
木
町
笠
原
で
バ
イ
オ
リ
ン
、

２
０
１
８
里
山
コ
ン
サ
ー
ト

お
知

ら
せ

サ
ウ
ス
ま
つ
り
２
０
１
８

住
生
活
セ
ミ
ナ
ー

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

八
女
市
中
央
公
民
館
講
座

八
女
軽
ト
ラ
市

八
女
さ
る
ー
く
祭
り

美 術 展 11/6㈫～
　　　10㈯

岩戸山歴史文化交流館
水 墨 展 おりなす八女交流棟
写 真 展 11/7㈬～

　　　10㈯
おりなす八女研修棟

書 道 展 八女文化会館
お 茶 会 11/3㈷

おりなす八女研修棟
華 道 展 11/2㈮・3㈷

芸 能 祭 11/11㈰ おりなす八女交流棟

謡曲大会 11/18㈰ おりなす八女
　はちひめホール

俳句会 11/18㈰ おりなす八女研修棟

【展示部門】
写真展・俳句展・
短歌展・クラフト
展・華道展・パッ
チワーク展・書
道展・美術展

11/2 ㈮～ 11/5 ㈪
9:00 ～

黒木
体育館

幼稚園・保育園・
小学校児童作品展

11/2 ㈮～ 11/5 ㈪
9:00 ～

ふじの
里

芸能大会第 1 部 11/3 ㈷ 10:00 開
会式、10:30 開演 黒木開

発セン
ター芸能大会第 2 部 11/4 ㈰

10:30 開演

お茶会 11/3㈷
10:00～15:00頃

ふじの
里

八女総合文化祭

くろぎ文化祭

問い合わせ＝文化振興課（☎ 24・8163）

問い合わせ＝井手さん（☎090・4992・3624）

八
女
上
陽
わ
ら
べ
ま
つ
り
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11
月
２
日
㈮（
郵
送
の
場
合
必
着
）

※
上
陽
地
区
以
外
の
検
針
業
務

に
お
い
て
名
簿
登
録
を
希
望
す
る

人
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

役
所
上
下
水
道
局 

上
水
道
総
務

係
（
〒
８
３
４
―
８
５
８
５
八
女

市
本
町
６
４
７ 

／
☎
２
３
・
１

９
４
９
）

　

養
育
費
に
つ
い
て
電
話
相
談

（
離
婚
協
議
中
の
人
も
可
）
を
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ

て
、
弁
護
士
相
談
ク
ー
ポ
ン
（
１

時
間
無
料
相
談
券
）
を
発
行
し

ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

養
育
費
相
談

ふらっち広場からのお知らせ
☀本町 178（旧きんぷく亭）☀☎ 24・3022

★ふらっち広場運動クラブ
◦日時＝ 10 月 20 日㈯ 11 時～ 12 時
◦場所＝八女公園※雨天中止

★映画鑑賞「チア☆ダン」
◦日時＝ 10 月 20 日㈯ 13 時～
◦参加費＝無料
★調理活動「タコライス作り」
◦日時＝ 10 月 27 日㈯ 11 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円
★地域イベント参加「黒木ふるさとまつり」
◦日時＝ 11 月 4 日㈰ 11 時ふらっち
広場出発◦参加費＝ 100 円

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

【開館時間】平日 10:00 ～ 12:30、13:30
～ 17:00 ／土日祝 10:00 ～ 16:00

【休館日】10/22 ㈪、23 ㈫、28 ㈰、29 ㈪、
11/5 ㈪、6 ㈫、11 ㈰、12 ㈪

※各イベントは要予約。簡単な工作・手芸も
できます。お気軽にご来館ください。
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歩
き
や
す
い
服
装
、
雨
具
・
タ

オ
ル
・
飲
料
水
持
参
で
参
加
く

だ
さ
い
。雨
天
決
行
。申
込
不
要
。

◦
日
時
＝
10
月
28
日
㈰
８
時
30

分
、
八
女
伝
統
工
芸
館
集
合
・

出
発

◦
コ
ー
ス
＝
筑
後
広
域
公
園
内
の

約
６
㌔
㍍
を
歩
き
ま
す
。

◦
参
加
費
＝
会
員
外
は
２
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
）

※
10
月
27
日
㈯
参
加
予
定
の

ム
ー
ン
ス
タ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
バ
ル
は
中
止
に
な
り
ま

し
た
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

吉
岡
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５
９
２

５
・
１
０
０
３
）

　

参
加
資
格
は
、
先
の
大
戦
に

お
け
る
沖
縄
地
域
で
の
本
県
出

身
の
戦
没
者
お
よ
び
一
般
戦
災
死

没
者
の
遺
族
（
配
偶
者
、
父
母
、

子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
・
甥
・
姪
）

で
、福
岡
県
に
居
住
し
て
い
る
人
。

応
募
多
数
の
場
合
に
は
配
偶
者
、

父
母
、
子
・
兄
弟
姉
妹
を
優
先
。

◦
日
程
＝
１
月
17
日
㈭
～
18
日
㈮

【
追
悼
式
】

◦
日
時
＝
1
月
17
日
㈭
14
時
～

15
時
（
予
定
）　

◦
場
所
＝
沖
縄
県
糸
満
市
「
福

岡
の
慰
霊
の
塔
」

◦
方
式
＝
無
宗
教
献
花
方
式 

◦
募
集
人
員
＝
20
人

◦
申
込
期
限
＝
11
月
22
日
㈭
必
着

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

遺
族
連
合
会
（
☎
０
９
２
・
７
６

１
・
０
０
１
２
）

【
登
録
者
募
集
】

　

ま
だ
働
き
た
い
！
ま
た
働
き
た

い
！
そ
ん
な
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
あ
な
た
を
企
業
は
求
め
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
に
登
録
い
た
だ
き

（
登
録
無
料
）、
紹
介
す
る
企
業

の
条
件
が
合
え
ば
窓
口
と
な
っ
て

あ
な
た
を
企
業
へ
派
遣
、
ま
た
は

職
業
を
紹
介
し
ま
す
。

【
求
人
企
業
募
集
】

　

経
験
豊
か
な
ベ
テ
ラ
ン
が
欲
し

い
！
繁
忙
期
の
人
材
が
欲
し
い
！

そ
ん
な
企
業
の
悩
み
を
解
決
し
ま

す
。
幅
広
い
分
野
で
即
戦
力
と

な
る
高
齢
者
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
経
験
豊
富
な
高
齢
者
を
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）

久
留
米
高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
４
２
・
３
５
・
０

５
２
０
）

　

上
下
水
道
局
で
は
、
上
水
道

お
よ
び
簡
易
水
道
の
使
用
量
を

測
る
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
業
務

を
個
人
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
急

な
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
、

検
針
業
務
委
託
希
望
者
の
名
簿

を
作
成
し
、
欠
員
が
出
た
時
点

で
名
簿
登
録
者
か
ら
選
考
し
契

約
し
ま
す
。
今
回
、
上
陽
地
区
で

欠
員
が
生
じ
た
た
め
検
針
員
を

募
集
し
ま
す
。

◦
業
務
内
容
＝
各
世
帯
お
よ
び

事
業
所
の
水
道
メ
ー
タ
ー
を
２
か

月
ご
と
に
検
針
機
器
で
検
針
等

◦
件
数
＝
約
６
０
０
件

◦
検
針
地
区
＝
上
陽
地
区

◦
契
約
期
間
＝
平
成
30
年
12
月

１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日（
再

延
長
も
可
能
）。

◦
委
託
料
＝
１
検
針
あ
た
り
80

円
（
そ
の
他
別
料
金
あ
り
）。

◦
検
針
期
間
＝
偶
数
月
の
１
日

～
10
日
の
間

※
奇
数
月
に
別
途
検
針
業
務
を

依
頼
す
る
場
合
あ
り
。
今
回
は

平
成
30
年
12
月
か
ら
検
針
業
務

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
応
募
資
格
＝
▽
八
女
市
内
に

在
住
の
原
付
免
許
以
上
の
有
資

格
者
で
20
歳
以
上
70
歳
未
満
ま

で
の
健
康
な
人
▽
市
内
の
地
理

に
あ
る
程
度
詳
し
い
人
（
地
図
を

見
て
場
所
が
確
認
で
き
る
こ
と
）

▽
１
年
以
上
勤
務
で
き
る
人

▽
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◦
応
募
方
法
＝
履
歴
書
（
市
販

用
紙
可
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
応
募
期
間
＝
10
月
15
日
㈪
～

平
成
30
年
度
福
岡
県
沖
縄
地

域
戦
没
者
慰
霊
巡
拝
団
員

就
業
希
望
の
高
齢
者
登
録
・

求
人
企
業
の
募
集

上
陽
地
区
の
水
道
検
針
員
を

募
集
し
ま
す

八
女
歩
こ
う
会

「
筑
後
広
域
公
園
ウ
オ
ー
ク
」

献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎23・0294）
場　所 日にち 時　間

【岡山地区】
室岡公民館 10月24日㈬

10:00～11:30、
12:30～15:30【三河地区】

三河小学校 11月1日㈭
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け
て
、
調
査
員
証
を
携
帯
し
た

統
計
調
査
員
が
調
査
対
象
の
建

物
に
調
査
書
類
を
配
布
・
回
収

し
ま
す
。
調
査
へ
の
回
答
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
ま
た
は

紙
の
調
査
票
で
の
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
調
査
の
重
要
性
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
総
務
法

制
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）

　

過
激
派
は
、
善
良
な
市
民
を

装
っ
て
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
を
ア
ジ
ト
に
し
て
潜
み
、「
爆

弾
を
製
造
す
る
」「
テ
ロ
、
ゲ
リ

ラ
の
計
画
を
練
る
」「
違
法
な
調

査
活
動
を
行
う
」「
指
名
手
配
犯

人
を
匿
う
」と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ

て
い
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
。
お
か
し
い
な
と
思
っ
た

ら
、情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
秘
密
ア
ジ
ト
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽
近
隣
住
民
と
の
接
触
を
極
端

に
避
け
て
生
活
し
て
い
る
。

▽
昼
間
で
も
常
に
カ
ー
テ
ン
を
閉

め
、
部
屋
の
中
が
見
え
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
。

▽
部
屋
に
出
入
り
す
る
際
、
周
囲

を
異
常
に
気
に
し
て
い
る
。

◦
連
絡
先
＝
八
女
警
察
署

（
☎
２
２
・
５
１
１
０
）

（
☎
０
９
２・５
８
４・３
９
３
１
）

※
平
日
９
時
～
17
時
、
毎
週
土

曜
日
と
第
１・３
日
曜
日
９
時
～

16
時

　

八
女
市
内
で
現
在
、
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
国
内
の
住

宅
の
戸
数
、
住
宅
や
土
地
の
所

有
状
況
、
住
環
境
な
ど
に
関
す

る
実
態
を
調
査
し
、
全
国
、
都

道
府
県
別
、
市
町
村
別
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
９
月
か
ら
10
月
に
か

八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」

　わが国の古墳の中で、５～７世紀にかけて埋
葬施設の内外に浮彫りや線刻、彩色によりさまざ
まな装飾を施したものを装飾古墳とよび、北部九
州に多くみられます。墓室の内外に直弧文・円文
や盾等の器物、人物・動物像等の装飾を施した
意図・背景などについて考えてみたいと思います。
◦日時＝10 月27日㈯ 13 時 30 分～ 15 時　　
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館「いわいの郷」　
　　　  研修室
◦講師＝川述昭人（岩戸山歴史文化交流館長）
◦受講料＝無料
◦定員＝ 50 人（先着順・当日受付）

　私たちは昔からさまざまな動物と関わって生き
てきました。時には食料として、時には信仰の対
象として、共生した動物たちの姿は古墳の出土資
料からもうかがえます。今回はそんな古墳時代の
動物たちを、石製品と埴輪を通して見てみましょう。
◦期間＝ 10月 23日㈫～ 12月９
日㈰ ※休館月曜日( 祝日の場合
はその翌日 )
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館

「いわいの郷」常設展示室
◦入館料＝無料

【歴史講座】装飾古墳の世界

【開館３周年企画展】石と埴輪の動物たち

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

過
激
派
の
ア
ジ
ト
発
見
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

【
問
】
加
入
で
き
る
の
は
？

【
答
】
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
（
保
険
料
納
付
免
除

者
を
除
く
）
で
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳

未
満
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

【
問
】
保
険
料
の
積
立
金
は
、

い
く
ら
？

【
答
】
保
険
料
の
額
は
、
月

２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま

で
の
間
で
自
由
に
決
め
ら
れ

ま
す
。

【
問
】
い
つ
ま
で
も
ら
え
る
年

金
？

【
答
】
終
身
年
金
で
、
生
涯

も
ら
え
ま
す
。
80
歳
ま
で
の

保
証
付
き
で
す
。

【
問
】
農
業
者
に
と
っ
て
有
利

な
点
は
？

【
答
】
支
払
っ
た
保
険
料
は
、

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
認

定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に

は
保
険
料
の
助
成
が
あ
り
ま

す
。

☆
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
加
入

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
３
・
２
４

０
７
）
お
よ
び
各
支
所
農
業

委
員
会
担
当

ご存知ですか？八
女
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
の
老
後
の
生
活
の
安
定
と
、

福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、「
農
業
者
年
金
」
の
加
入
推
進
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

農
業
者
に
有
利
な
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

農業者に有利な、
積立式 農業者年
金！

女性の加入
も増えて
います

立山 8 号墳出土
猪形埴輪

☎ 24・3200 ／ N 24・3210
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■4か月さん集まれ（6月生まれ）
「ベビータッチ＋食育」
◦11/1㈭ 10:00 ～ 12:30 ／飲み
物持参、参加費あり／要申込
■赤ちゃん Room・相談 Room
◦11/1㈭・20 ㈫ 13:30 ～ 15:00
／参加費あり／要申込
■マタニティさん集まれ♪

「スタイ作り＋食育」
◦11/13 ㈫ 10:00 ～ 12:30 ／参加
費あり／託児あり／要申込
■ママ読の日（移動図書館車も来ます）
◦11/27 ㈫ 10:00 ～ 12:00 ／飲み
物持参／託児あり／要申込

■つくろうねっ「スタイ作り」

◦11/6 ㈫ 10:30 ～／定員親子 10
組／参加費 350 円／裁縫道具持参
／託児あり／要申込（11/2 ㈮まで）
■はっぴぃバースデー

「あやちゃんばぁばのお話」◦11/20
㈫ 10:30 ～／要申込 (17 日㈯まで )

■ＧＯＧＯ！カーりる
「移動図書館のバスが来ます」
◦11/6 ㈫ 10:30 ～
■北山保育所に遊びに行こう
◦11/7 ㈬ 10:00 ～／要申込
■わ・わ・WA！

「筑南小学校でふれあい学習をします」
◦11/16 ㈮ 10:30 ～／先着親子 10
組／要申込
■すてきな記念日

「11月生まれの誕生会」
◦11/21 ㈬ 10:30 ～※誕生月者は
要申込。どなたでも参加できます。

■星野であそぼ♪「室山熊野神社に
行こう！」◦11/8 ㈭ 10:30 ～／歩
きやすい服装、靴、弁当／要申込
■ママといっしょ♪

「スワッグを作ろう！」◦ 11/16 ㈮
10:30 ～／参加費 500 円／要申込
■うちのおやつ時間「茶巾しぼり」
◦11/29 ㈭ 10:30 ～／参加費 300
円／要申込

■ 10:00 ～ 13:00
▽上陽公民館   11/2 ㈮
▽井延公民館   11/6㈫
▽長峰保育所 2 階 　11/7 ㈬、21㈬
▽室岡公民館   11/22 ㈭
▽働く女性の家　11/27㈫
▽矢部基幹集落センター  11/28㈬

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問 ☎24・9090

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問 ☎24・8814

子育ち支援掲示板 11 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問 ☎42・3301

11月3日（祝）
麻生医院（宅間田） 23・5800
林医院（立花町） 23・5557
大石歯科医院（室岡） 24・1111
冨田眼科医院（本村） 23・3455
大渕耳鼻咽喉科医院（大島） 23・2811
11月4日（日）
いしもと小児科（岩崎） 22・7111
原医院（黒木町） 42・0336
まちの歯科医院（筑後市） 0942・42・1515
11月11日（日）
富田クリニック（蒲原） 24・4810
角整形外科（黒木町） 33・2121
いまやま歯科（広川町） 32・7020
江崎耳鼻咽喉科（筑後市） 0942・53・2347
11月18日（日）
山田医院（東唐人町） 23・4853
冨田医院（黒木町） 42・0173
森田歯科医院（山内） 24・3055
長崎眼科クリニック（本村）　  22・6123
11月23日（祝）
江上内科（本町） 24・0113
山口医院（星野村） 52・3131
はら歯科クリニック（広川町） 24・8363
11月25日（日）
藤本産婦人科小児科（東宮野町）  23・2733
中村内科医院（立花町） 37・1601
こが歯科（筑後市）       0942・27・7117

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳　病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付（19:00～ 21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院 （23・4131）

［火・木］筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00 ～ 14:30）
【11月】3㈷・4㈰・18㈰・23㈷
　　公立八女総合病院 （23・4131）

【11月】11㈰・25㈰
　　筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談（19:00～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

11月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話
で確認してください。✚

【 休 日 当 番 薬 局 】  （http://ycpa.
info）で確認することができます。

　子どもの具合が急に悪く
なった時にあわてずにすむ
よう、いざという時の適切
な対応を一緒に学びましょ
う。電話かファクスで申し
込みください。参加無料。
◦日時＝11月15日㈭ 14 時
～16時（受付13時30分～）
◦場所＝おりなす八女交流
室Ａ 
◦内容＝小児救急講演会

「こどもの病気～感染症・
アレルギー（アナフィラキ
シー）・児童虐待対応を中
心に～」
◦講師＝聖マリア病院小児
科診療部長 秋田幸大さん
◦申込＝県南筑後保健福
祉環境事務所総務企画課

（ ☎ 0944・72・2111 ／ N 

0944・74・3295）

小
児
救
急

講
演
会



広報八女　2018.10.1519

10 月・1 1 月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

おりなす八女   イベント情報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

10/ 28 ㈰ 東京バロックプレイヤーズ 2018
トリオソナタ ハーモニー 15:00

（全席指定）一般 3,000 円
　　　　  友の会 2,500 円  

高校生以下 1,000 円   
おりなす八女 22・5332

11/ 4 ㈰ 「八女市学校教育の日」
小中学校の文化発表会 ハーモニー 13:00 無料 八女市

学校教育課 23・1954

11/11 ㈰ 八女文化連盟 総合芸能祭
文化連盟芸能部の発表会 ハーモニー 10:00 無料 八女市

文化振興課 24・8163

11/18 ㈰ 八女文化連盟 謡曲と仕舞大会 はちひめ 10:00 無料 八女文化連盟
（部会長：井ノ口）

090・
3605・3509

（全席自由) 
11/17(土) ハーモニーホール

大山 平一郎
（ヴィオラ）

～こころに のこる 音楽を あなたに～

一般 1,200 円       
１8:30開演

客演 ／ 深町  宏（サックス）

☎22・6337お問合せ:アオキ楽器主催:UGE八女ギター室内合奏団

 チケット発売中
11/24(土) ハーモニーホール

800 円                                              （全席自由) 
１8:00開演

☎090・7454・0892主催・お問合せ:同合唱団(事務局)

ベルトミュー

フォーレ
デュカス
ドビュッシー

猫 （ 4 本のフルート）

ピアノ四重奏第 1 番ハ短調 作品 15
魔法使いの弟子 （ 2 台ピアノ版）
牧神の午後への前奏曲 （作曲者自編による 2 台ピアノ版）

UGEUGEギターオーケストラ
第47回定期演奏会

（前売 1,000 円）

当日17 時 40 分より、おりなす八女１階エントランス・ホール
にて「ウェルカム・コンサート」を行います。

 チケット発売中

TOHO
日本の音楽界をリードする桐朋学園出身のトッププレイヤー10人が
お届けする粋なエスプリただようフランス音楽の世界

〈プログラム〉

♬

11 /18(日)
おりなす友の会 1,500 円                                             

ハーモニーホール１5:00開演
（ 全席自由 )                                               

 チケット発売中
一般 2,000 円                                              高校生以下 500円

☎ 0943・24・3829（BD音楽祭事務局）主催・お問合せ : NPO 法人八女ベーゼンドルファー音楽祭プロジェクト

プロムナードコンサート

濱田治：八女郡広川町在住。武蔵野
音楽大学（音楽学部器楽学科専攻ト
ロンボーン）卒業後、フランスに留
学。リヨン・レジョン音楽院、パリ・
レジョン音楽院等にて、研鑽を積む。

岡のぞみ：ソロやアンサンブルの
演奏活動と、後進の指導にあたる。

10/24(水) １9:00開演 桜カフェ 　　入場無料

トロンボーン      ＆  ピアノ 

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

おりなすシネマ秋の上映会
チャップリン名作選

 チケット発売中

2 作品を(各2 回）上演
本人に限り 2 作品鑑賞可

主催 ･お問合せ：映画の会☎090・1080・0988（事務局）

一般 900 円 友の会700 円  （当日各200円増）
（全席自由) 

障がい者 (一般・友の会より) 200 円  割引 18歳以下無料

10/27(土) はちひめホール

「モダンタイムス」

「独裁者」

(1回目）10: 30 ～12:00

(1回目）12: 30 ～14: 4 0

( 2回目）15: 30 ～17:00

( 2回目）17: 30 ～19: 4 0

〈曲目〉ノルウェーの森
コーヒー・ルンバ ほか

♩

合唱組曲「海の風景」
アニソン !? 大好き !!

愛唱歌

４



金の棚田を彩るヒガンバナ
　9月中旬から下旬に
かけて、星野村の鹿里
地区や黒木町大淵の
ヨシビ地区などで、棚
田のあぜ道や土手を
真っ赤に彩るヒガンバ
ナが咲き誇り、多くの
観光客や写真愛好家
等でにぎわいました。

黄

匠の絵画を星野村で
　チャリティイベント「現代国際巨匠絵画展」が9月22
日㈯から24日㉁まで星野総合保健福祉センターそよか
ぜで開催されました。これはＮＰＯ法人「がんばりよるよ
星野村」などでつくる実行委員会が主催して行ったもの
です。同会代表の山口聖一さんは「甚大な被害を受けた
九州北部豪雨災害からの復旧後、これからの星野を語る
会へとつなげていければ」と思いを語りました。収益の
一部は今年の夏の西日本豪雨災害の義援金にあてられま
す。期間中、スペイン人画家のミゲール・ペイドロさんが
招かれ、サイン会が開催されました。21日にペイドロさ
んは星野小学校を訪問し、児童たちと一緒に水彩画を制
作し、その作品も展示会場に飾られました。

巨

全
国
大
会
出
場
を
報
告
し
ま
し
た

　

各
種
競
技
の
全
国
大
会
に
出
場
予

定
お
よ
び
出
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し
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女
市
出
身
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が
、
市
長
お
よ
び
教
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長
に
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告
を
行
い
ま
し
た
。
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告
を
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次
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で
す
（
敬
称
略
）。

⃝

平
成
30
年
度
国
民
体
育
大
会
秋
季

大
会
（
福
岡
県
代
表
）

弓
道
競
技
＝
大
久
保
美
吹
（
福
島
高

校
3
年
）

剣
道
競
技
＝
原
光
生
（
東
福
岡
高
校

3
年
）

⃝

第
18
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
」（
福

岡
県
代
表
）

陸
上
競
技 

立
幅
跳
＝
山
口
誠
子

水
泳
競
技 

50
ｍ
自
由
形
＝
大
坪
初

次
郎

⃝

第
26
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
選
手
権
小

学
部
大
会

小
学
生
硬
式
野
球
＝
楠
本
悠
樹
（
福

島
小
学
校
5
年
）、
堀
剛
希
（
同
校

4
年
）、
古
賀
煌
大
（
同
校
3
年
）。

所
属
は
ヤ
ン
グ
筑
後
ド
ジ
ャ
ー
ス
。

⃝

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体

育
大
会
第
53
回
陸
上
競
技
大
会

女
子
円
盤
投
げ
＝
濱
田
彩
花
（
福
島

高
校
定
時
制
2
年
）

⃝

第
20
回
紫
灘
旗
全
国
高
校
遠
的
弓

道
大
会

男
子
団
体【
優
勝
】＝
中
嶋
真
碧（
祐

誠
高
等
学
校
3
年
）

⃝

平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
剣
道
大
会
・
第
65
回
全
国

高
等
学
校
剣
道
大
会

剣
道
男
子
団
体
【
3
位
】
＝
原
光
生

（
東
福
岡
高
校
3
年
）

かしの青バスが蘇る
　9月9日㈰、おりなす八女で西鉄バスの「110周年ラッ
ピングバス運行開始記念感謝イベント（西鉄バス久留
米㈱）主催」が行われました。1950年代に「青バス」
と呼ばれ親しまれたバス
を復刻カラーリングした
バスの展示や希少なバス
グッズの販売、白壁の町
並みをめぐる特別ルート
でのバスの運行などが行
われ、バスファンや家族
連れでにぎわいました。

懐

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています広報八女 2018［平成30年］10月15日号


